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子どもの口腔を診るうえで、口腔機能と形態、そして成長を、個々で
観察して対応するのではなく、相互にかかわるものとして俯瞰して
捉えることが重要です。これは歯科医師・歯科衛生士を問わず、欠か
せない視点といえます。つまり、子どもたちの咬合形成を形態計測
のみで診るのではなく、今後の成長量も考慮に入れ、そしてナラティ
ブな対応を組み合わせて患者側に提示し、一緒に治療に取り組むこ
とが必要です。本書はその手引き書として、多くの歯科医師・歯科衛
生士に活用いただける、小児歯科臨床の幅を広げる一冊です。

AB判・136頁・オールカラー　本体6,300円＋税

口腔機能発達不全症だけじゃない、
子どもの口腔を育むための手引き書！

詳しい情報は
こちら
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【著】 吉田章太（神奈川県・ドクタービーバー小児歯科・矯正歯科　歯科医師）
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